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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
平成１９年９月２８日発表の平成２０年３月期（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日）の中間期およ

び通期業績予想を以下の通り修正いたします。 
 
１． 平成２０年３月期単体中間業績予想の修正（平成１９年４月１日～平成１９年９月３０日） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 １株当たり

中間純利益 
 
前回発表予想  （Ａ） 

百万円 
３８，１００ 

百万円 
７，４００ 

百万円 
６，１００ 

百万円 
△  ７００ 

円 銭 
△ １．３３ 

今回修正予想  （Ｂ） ３８，０３０ ７，７９７ ６，６４８ △  ４１９ △ ０．８０ 
増 減 額 （Ｂ－Ａ） △   ７０ ３９７ ５４８ ２８１ －  
増 減 率  （％） △  ０．２ ５．４ ９．０    －  －  
(ご参考)前期(平成１９年３月期中間)実績 ３５，１６８ ７，３５７ ８，３７５  ５，７９９ １１．０５ 

 
２． 平成２０年３月期連結中間業績予想の修正（平成１９年４月１日～平成１９年９月３０日） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 １株当たり

中間純利益 
 
前回発表予想  （Ａ） 

百万円 
９４，７００ 

百万円 
１３，４００ 

百万円 
８，４００ 

百万円 
９００ 

円 銭 
１．７２ 

今回修正予想  （Ｂ） ９３，７３９ １４，５０３ ９，７１１ １，４２０ ２．７１ 
増 減 額 （Ｂ－Ａ） △  ９６１ １，１０３ １，３１１   ５２０  －  
増 減 率  （％） △  １．０ ８．２ １５．６ ５７．８  －  
(ご参考)前期(平成１９年３月期中間)実績 ９１，８３５ １３，４６２ ８，５２６ ４，４４１ ８．４７ 

 
３． 平成２０年３月期単体通期業績予想の修正（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり

当期純利益 
 
前回発表予想  （Ａ） 

百万円 
７７，５００ 

百万円 
１５，５００ 

百万円 
１０，７００ 

百万円 
５，３００ 

円 銭 
１０．１１ 

今回修正予想  （Ｂ） ７７，５００ １５，８００ １１，０００ ５，５００ １０．４９ 
増 減 額 （Ｂ－Ａ）  ０ ３００ ３００ ２００ －  
増 減 率  （％）    ０．０ １．９ ２．８    ３．８ －  
(ご参考)前期(平成１９年３月期)実績 ７０，１６８ １４，２８４ １３，３５２ ２，８０６ ５．３５ 



 
４． 平成２０年３月期連結通期業績予想の修正（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日） 

 
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり

当期純利益 
 
前回発表予想  （Ａ） 

百万円 
１９９，０００ 

百万円 
２８，１００ 

百万円 
１８，２００ 

百万円 
１０，６００ 

円 銭 
２０．２２ 

今回修正予想  （Ｂ） １９３，０００ ２８，１００ １８，２００ １０，６００ ２０．２２ 
増 減 額 （Ｂ－Ａ） △ ６，０００ ０ ０ ０ －  
増 減 率  （％） △   ３．０ ０．０ ０．０ ０．０ －  
(ご参考)前期(平成１９年３月期)実績 １９２，９８６ ２６，５７４ １６，７８３ ６，２４２ １１．９０ 

 
 
５．修正の理由 
（１）中間期（単体） 

経費の節減や一部修繕工事の竣工の遅れ等による営業費の減少により、前回予想時と比べ営業利益、経常利

益及び中間純利益がそれぞれ増加いたします。 
（２）中間期（連結） 
  前回予想時と比べ、建設業において減収となったこと等により売上高は減少いたしますが、当社及びグルー

プ各社での経費の節減等により、営業利益、経常利益及び中間純利益がそれぞれ増加いたします。 
（３）通期（単体） 
  中間期の実績を通期業績に反映した結果、営業利益、経常利益及び当期純利益がそれぞれ増加する見込みで

あります。 
（４）通期（連結） 
  建築基準法の改正に伴う建築確認の審査厳格化により、工事進行基準適用の大型工事の着工時期が遅れたこ

と等から、建設業で減収となる見通しとなったことに伴い、売上高が６０億円減少する見込みとなりました。

しかしながら、営業利益、経常利益及び当期純利益については、上記のとおり中間期の実績が前回予想を上回

っておりますので、建設業の売上高減少による影響を織り込んだ上で、前回予想時の水準を確保できる見込み

であります。 
 
（注）上記予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今

後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
以  上 

 


